岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報  第27号 by 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター,
-+-+--+-+++-+～+～+-+-+--+-～+-～+-+-+-+～+-+
岡山大学
埋蔵文化財調査研究センタ一報
第 27号
2002年3月 発行
岡山大学
埋蔵文化財調査研究センター
〒700-8530
岡山市津島中3丁目1番1号
TEL･FAX(086)251-7290
ホームページhttp//wwl〟Okay∈ヨm8-U
acJp/user/arc/archomehtml
: I･rJj;I;
たしたちは､グローバル社会と呼ばれる､地球規模で人や物が行きかう世の中に生きてい
ます｡ しかし､このような人や物の頻繁な交流は､規模の違いこそありますが､縄文時代
や弥生時代などの遠い昔から行われてきました｡津島同大遺跡や鹿田遺跡から出土 した遺
物の中には､地元で製作されたものにまじって､遠 くからもたらされた､さまざまな遺物があります｡
このような ｢物｣の移動を追跡することによって､その背後にある人の交流や社会の様子を知ること
ができます｡今回は､縄文時代から古墳時代にかけて使用された石器 ･青銅器 ･鉄器と､平安時代か
ら鎌倉時代に遠隔地からもたらされた土器を取 りあげ､長い交流の歴史をみていくことにしましょう｡
(高田浩司)
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1.石鍬 2石包丁 3.石妄族 4石核 5石棒
い板状に割って各地-と運搬していました｡津島岡大
遺跡でもこの板状に割った石が､まとめて置かれていま
した(表紙写真)｡貴重な石を大切に保管していたの
でしょうか｡ )'さ
その他にも､津島同大遺跡では､隠岐の黒曜石製石
J■ /I;二
器や､徳島市の三谷遺跡周辺でつくられた結晶片岩
製の石棒 (男根をかたどったまつりの道具)なども出土
しています｡各地からもたらされた石は､すぐれた道具
としてさまざまな目的に用いられるとともに､その交易に
よって､複雑な人間関係や社会を形成することになりま
した｡
ど
rp石の道具があらわす人と物の移動
縄文 ～EIT生時代
鉄の道具が普及する以前は､石の道具が使われて
いました｡津島同大遺跡や鹿田遺跡ては∴サヌカイト｣
と呼ばれる石を用いた道具が多く倖T)jtていますCサヌ云+.1Jr･ま
カイトは香川県坂出市の金山でとれる石て､瀬戸内海
をこえて運ばれています｡金山には人の頭ぐらいあるサ
ヌカイトの石の塊がたくさん落ちていますう‡､この石を簿
r 金属器が変えた人の関係
(･1 弓二三 -J･古墳 日舌代
弥生時代から古墳時代にか!lて､青銅や鉄の道具
が用いられるようになります｡岡山大学のキャンパスかやしl)とうそ
らも､青銅製の鍍 (鋼鉄)や､鉄製の稲色を摘む道具でつふがま
ある｢摘鎌｣が出土しています∩
青銅は銅鉱などを除けば､主二三つりの道具に使わ
れましたが､鉄はそれまで石でつくられていた道具にと
ってかわり､農具､工具､武器など､さまざまなものに用い
られました｡
このころの鉄の原料は列島内ではなく､朝鮮半島の
ものが主に使われていました〈鉄の導入は､道具の能
力を向上させるだけでなく､それまで石を介して結ばれ
ていた人の関係に変化を引き起こし､鉄の入手をめぐる､
新たな集団関係の再編を進めたと考えられます｡
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猿投窯の土器出土 !
三先通 cTJ広 _E ､鹿 田音 那
昨年､鹿田追跡から､愛知県の猿投棄で製作された､9たこ
世紀後半頃の｢唾壷｣(つばをはきこむ壷)が出土しました｡r)▲く沖うとうき
この土器は､緑粕陶器と呼ばれるもので､表面に粕を施し
薄い緑色に美しく仕上げられています｡猿投棄の土器は､か人か
緑袖陶器の中でもつくりが良く､官街に開通するような政治
的に重要な遺跡から出土することが多く､岡山県下では机
上数が少ない､めずらしい土器です｡
平安時代の鹿田遺跡一帯には､文献に記録が残る藤原かたのし上う
摂関家の荘園｢鹿田庄｣が広がっていたと考えられていますが､猿投窯の土器の出土は､改めてこの一帯が政治
的､経済的に重要な場所であったことを裏付けています｡鹿旧遺跡周辺は中央貴族の藤原氏に物資を買約すると
ともに､各地からさまざまな物資が集まる､流通の拠点であったのでしょう｡
出土する遠隔地の土器
盲兼倉 時 1七の土 器 三先通
鹿田遺跡の遺物からは､文献や記録からでははっきりとはわからない､生活物資の移動の様子を知ることができはししつとき
ます｡鹿田追跡から出土する鎌倉時代の土器の巾には､地元で生産された土師質土器にまじって､遠隔地からも
ちこまれた土器が多くみられます｡東播磨 (兵庫県)産の鉢､
とこ/+･巾 くす ;i
や常滑や瀬戸 (愛知貼)産の賓､和泉や楠薬 (大阪桁)産
か さ わん
の瓦器椀､さらには遠く中国でつくられた青磁やFl磁もあり
ます｡また､比較的近隣からは備前焼(備前市)や亀山焼(倉
敷市)ももたらされています｡
このように中世の社会は､すでに身近な生活品の中に遠
隔地の物資がかなり浸透しており､現在のわたしたちと同じ
ように､El々の生活が各地からもたらされる物資なしには成り
立たなくなっていたことがわかります｡ (高田)
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2001年10月20日～11月2日にかけて､第5回目となる発掘成果
展を開きました.今回は､ ｢のぞいてみよう !理文センター｣と
超して､常設展示に加えて､ふだん日にふれる機会の少ない､発
掘後の作業や施設の内側をひろく公開しました｡
いろんな施設を実際にめぐっていただきながら､木製品の保存
処理の説明や､赤外線カメラによる墨書の判読､顕微鏡による種
子の観察､常設展示の説明などを行いました｡また､申し込み制で､
土器の洗浄や接合といった､体験コーナーも設けました｡
その結果､昨年の188人を大きく上まわる､317人もの見学者が
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土器接合の体験コー ナー
(収寂庫2階)
見学者の内訳 ●
ありました｡職員一同､感謝の気持ちでいっぱいです｡今何は､特に学外からの見学がたくさんあっ
たことが特色です｡昨年の展示会のリピーターも目立ちました｡大学や高校の授業の一環で､展示会
を利用していただくこともできました｡
アンケー ト結果をみると､ ｢また来たい｣､ ｢説明がていねいでよかった｣とか､ ｢展示室がもっ
と広ければいいのに｣といった意見が多数よせられました｡
どこもかしこも手作 りの展示会でしたが､職員と見学者との会話を通 じて､多様な興味 ･関心の一
端にこたえられたと思います｡そして､要望の強かった展示会の継続に努める中で､学内はもとより､
地域に根ざしたセンターとなれることを実感した展示会になりました｡ 光本 順)
今年の2月から津島キャンパスの事務局の北
側で発掘調査を行っています｡ぜひ､一度見学に
おこしくが い｡調査員一同､お待ちしています｡ しモ
今回は､遠隔地からもたらされた遺物
に注目してみました｡今後も､さまざ
まな遺物をとりあげていきたいと思っ
ています｡ (志田)
